
　　　　　　　　　　

とぅばらーま
（二揚げ）

なかどぅみつぃ

＜解説＞

　　　八重山の代表曲。本来は即興で歌詞を作り、恋や郷愁、生活苦、希望など、
　
　　　歌い手の思いを自由に表現していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜八重山＞

１．仲道路から　七けーら通け

　　仲筋かなしゃーま 相談ぬならぬ（イラ）

　　（ンゾーシヌ　かぬしゃーまよ）または
　　（ンゾーシヌ　とぅばりゃーまよ）

２．思てぃ通らば　千里ん一里

　　またん戻らば　元ぬ千里

３．月ぬ美しゃや　十日とぅ三日月

　　美童美しゃや　十七、八よ

　なかどう道から７回通うけれども

　仲筋の愛しいあの娘は相談ができない

　想って通えば千里でも一里に感じるが

　戻る道では元の千里に感じられる

　月が美しいのは十三夜

　乙女が美しいのは十七､八の頃

なかすぃずぃ

なな かよ

そうだん

うむ かゆ しんり　　　　いつぃり

むどぅ むとぅ　　　しんり

つくぃ　　　かい とぅか みかつくぃ

みやらびかい じゅうしつぃはつぃ
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１．仲道路から 七けーら通け
　　仲筋かなしゃーま 相談ぬならぬ（イラ）
    ンゾーシヌ　かぬしゃーまよ
２．思てぃ通らば　千里ん一里
　　またん戻らば　元ぬ千里
３．月ぬ美しゃや　十日とぅ三日月
　　美童美しゃや　十七、八よ
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